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気候変動を考慮した水資源管理，そして 

交通振動を用いた橋梁のヘルスモニタリング  

水文と構造の融合研究室である当研究分野では社会基盤施設の設計とマネジメントに関する最先端の研究を行って

います。水文分野では将来の気候変動による水資源への影響評価，構造分野では交通振動を用いた橋梁のヘルス

モニタリングを主な研究テーマとして研究を進めています。 

 研 究 概 要                       

 

 

 

気候変動予測モデル (GCM) の出力を利用して，将来の
降水パターンの変化や重要流域での水資源変化などを調
べることで，現在および将来の発生可能な問題を把握し，
提案可能な解決手法を開発しています。 

 

 

 

 

 

実時間で得られる気象レーダー情報を用いた降水の短時

間予測および流出モデルによる河川流量の予測を行って

います。 
 

 

 

 

 
橋梁損傷検知は，橋梁高齢化の問題に直面する今日に

おいて重要な研究課題となっています。本研究では，

日常の交通振動を用いて，中小スパン橋梁での潜在的

な損傷を検知することに着目しています。モードパラ

メータ，時系列係数，スペクトル関数など様々効果的

な損傷指標を広く検討しています。 

 
 
 
 

 

車両－橋梁連成系とは，橋梁構造と走行車両が相互に

作用する挙動であり，橋梁工学，耐震設計，ヘルスモ

ニタリングなど広範な分野において検討されています。

本研究では，その力学的解釈に基づき，橋梁動的解析，

移動点検システムなど様々な革新的技術の適用に着目

しています。  
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将将来来のの気気候候変変動動をを考考慮慮ししたた  

流流域域のの水水資資源源管管理理手手法法をを開開発発・・提提案案  

交交通通振振動動をを用用いいたた橋橋梁梁モモーードド解解析析とと損損傷傷検検知知  

気気象象レレーーダダーー情情報報をを用用いいたた  

短短時時間間降降雨雨予予測測おおよよびび実実時時間間洪洪水水予予測測  

  

  車車両両――橋橋梁梁連連成成系系ととそそのの活活用用  

intact? damaged? 

Drive-by bridge 
inspection system 

構 造 ダ イ ナ ミ ク ス 分 野 
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より良い社会を実現するための耐震工学と建設材料 

社会基盤施設の地震動による動的応答を研究対象に，実験的／解析的に評価しています．地震動応答からその制

御法，さらに耐震設計法への実装まで，幅広く構造物のダイナミクスに関する研究を行っています．また，近年の社会

基盤施設では，環境作用を考慮した性能評価が求められています．そのため，環境に優しいコンクリート材料の研究

も行っています． 

研 究 概 要    

構造物の耐震性というテーマで，社会基盤構造物の耐震・免

震・制震技術に関する研究を行っています．様々な規模の実

験施設／技術を有機的に連携し，効果的な防災技術の研究開

発を行っています．  

かつての耐震設計とは，「地震で壊れない構造物」を設計する

ことを意味していました．しかし現在の耐震設計では，大規

模な地震に対しては構造物が損傷することを許容するが倒壊

は防ぐという設計思想のもと，「大地震でうまく壊れる構造物」

を設計しています．そのため，鈍構造やアンボンド芯材補強

RC 構造（UBRC 構造），メタボリズム構造など，新しい概念に

基づく耐震構造をダイナミクスの視点で開発を進めています． 

また，橋梁支承は橋桁の境界条件であるため，橋梁設計で想

定した性能を発揮するためには，支承が設計通りに性能を発

揮することが基本です．しかしながら，橋梁支承は上部・下

部構造接続部に設置されるため，常時の供用により劣化し，

上部構造の損傷を誘発する事例が数多く報告されています．

また，1995年兵庫県南部地震以降，橋梁の建設，耐震補強に

おいて，積層ゴム系の免震支承が積極的に採用されるように

なりました．一方，2011 年東北地方太平洋沖地震や 2016 年

熊本地震では，積層ゴム系支承の破断を伴う被害が確認され

ています．現在の橋梁耐震では支承部が耐震性能の要となる

ことが多く，橋梁支承構造の性能評価や開発を進めています． 

世界最大振動台 E-Defenseによる 16体一斉載荷実験 

社会基盤構造物は規模が大きく，実規模の構造全体の試験を

行うことには数多くの困難が伴います．そこで，地震時の数

値モデル化が困難な複数の構造要素を取り出して，地理的に

分散した実験施設において載荷実験を行い，その他の部分に

ついては同時に数値シミュレーションを実施する，マルチス

ケールハイブリッド地震応答システム(OpenFresco)の開発と

実験を行っています．

建設による環境への負荷を減らし，大量の工業副産物や廃棄

物を再利用することを目的として，三次元非晶質微細構造を

有するアルミノケイ酸塩材料からなるジオポリマーは，ポル

トランドセメントの代替として有望な建設材料です．ユーザ

ーフレンドリーなジオポリマーコンクリートの合成とその応

用に関する研究を進めています．

40 年間鉄道橋において供用された金属支承（BP-A 支承）に

対し，水平・回転変形追随機構を載荷実験により検証してい

ます．特に回転追随機構に対し，支承の下沓を切削し，ベア

リングプレートを可視化した上で回転載荷実験を行い，直接

的にベアリングプレートの挙動を計測した．また新規製作し

た BP-A模擬支承に対しても載荷実験を行い，回転追随機構に

おける課題と劣化要因も検討しています．

可動部を可視化した実物支承の載荷実験 

耐震工学・構造ダイナミクス 

 

橋梁構造の耐震安全性に関する研究 

 

大規模構造システムの動的応答を把握するため

のハイブリッド地震応答実験手法開発 

土木施設の環境作用評価 

環境に優しいジオポリマーコンクリートの開発 

 

経年劣化を踏まえた橋梁支承性能 


